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環境汚染物質 DDE（Dichlorodiphenyldichloroethylene）と NO2との光反応
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【目的】 
環境汚染物質である DDEは難分解性物質であり、自然界に広く分布しているが、 
NO2との光化学反応でどのように変化するかを調べた。  
【方法】 
DDE10.7mg をアセトンで溶解し１.5ml とした。二つの光化学反応用セルに 0.5mL
ずつとり、アセトンを空気１L/min で 10 分間乾燥した。その後、反応容器にガス
用注射器を用いて NO2をそれぞれ 0.5mL 加え、１つをキセノンランプ（300W、
ozonless type、Ushio.Inc）によって、5 時間照射した。照射後に二つのセルの内容
物をそれぞれメタノール 5mlに溶解し、これを試料溶液とし、FID-GC及び GC-MS 
で分析を行った。 
【結果・考察】 

DDE は、NO２との反応によってほぼ 50%消失分解することが判明した。生成物とし
て4，4’-dichlorobenzophenoneと2,4,4’-trichlorobenzophenoneが確認された。
2,4,4’-trichlorobenzophenone の生成量は極めて僅かであった。 
また、これらの生成には、一重項酸素が関与しているものと考え、DDE とメチレン
ブルーとの反応を検討し、それを確認した。 
 


